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1.  はじめに 
本研究では学生の成績、科目及び就職先の間の関連性を

探り、それらの関係を分析する。具体的には、ダミーデー

タを用いて学生の学年ごとの成績の推移や、得意不得意科

目に関する分類、そして就職先分野についての情報からそ

れらを分類し、さらにクラスター分析を行い、各クラスタ

ー間の関係や各側面にまたがる関係を明らかにする。 

 

2.  研究の背景 

2.1 GPA に関する周囲状況 

現 在 、 学 生 の 成 績 評 価 方 法 と し て Grade Point 
Average(GPA)という指標が多くの大学で導入されている、

この GPA とは、授業科目ごとの成績をレターグレード

(Letter Grade(LG) ： S,A,B,C,D) で 表 示 し そ れ を Grade 
Point(GP)(S→4,A→3,B→2,C→1,D→0)に換算したものであ

り、その数値は大学での成績を判断する基準の一つとして

用いられ、また企業側もこの GPA を選考の重要な判断材

料として用いることが多い。 

また、就職活動においてこの GPA がどの程度関連する

かを明らかにすることは明確なメリット、デメリットが存

在している。 

企業側から見れば、メリットとしては、学生 4 年間で、

いかに勉強に打ち込んだか、学習能力と意欲の強さ、問題

解決能力の強さ、困難を乗り越える決意の強さを確認でき

る。また一方、デメリットとしては、一部企業は人材を採

用する際に、GPA を重視しすぎているとの指摘がある。こ

れは、現在使用されている GPA では、平等に学生の成績

を判断することがなかなか難しいからである。なぜならこ

れは、大学、学部・学科、各科目の教員によって採点の基

準が異なることや、履修科目が学生ごとに違っているため、

統一的に使用することは難しいという理由による。 

GPA と得意不得意科目、あるいは就職先との関連性を分

析することにより、GPA 制度をさらに効果的に活用し、今

後の大学の教育の質の向上と大学教育プログラムの改善に

役立てることができると考える。さらに、学生は大学成績

をもっと積極的に認識し、勉強意欲向上、学習促進にも役

立ち、学修のモチベーションにポジティブな影響を与える

と考えられる。 

2.2 先行研究 

文献[1]は、GPAが就職の際の証明指標としては、いわ

ゆる大学入学偏差値序列とは切り離された形で、卒業生の

4年間に渡る行動特性を理解す上で採用側にとっては歓迎

すべき情報特性を把握することになり、この点を大学はも

っと積極的に認識し、学生のモチベーション高揚に活用す

ることが可能なはずである、ということに言及している。      

文献[2]は、教育実績の把握のための学生の成績の推移

と就職先のデータセットとの関連性について論じた。この

学生群の成績の推移と進路に関するデータの研究は各教育

プログラムの改善点に役立つとしている。        

文献[3]は、学期ごとのGPAに対して階層クラスター分

析を行ってグループに分類した。用いたデータは、1年次

前期から3年次後期までの年度ごとのGPAである。山本は

この階層クラスター分析を平方ユークリッド距離を用いて

Ward法で行っている。 

文献[4]は、ある国立大学の卒業生に対してアンケート

調査を分析し、「大学での成績」が良かった人と「早くか

ら就職について考え始めた人」が、就職活動に成功すると

している。 

2.3 既存研究の問題点 

これまでの先行研究では GPA そのものの適正性と評価

基準に関する話題が多いが、GPA と就職先との関連性、各

学生の GPA の推移、得意不得意科目などと就職先との関

連性に関してはあまり言及していない。 
 

3.  研究目的 
本研究においては、次のように 4 つのサブテーマに分け

てそれぞれをステップと考えて進めていく予定である。そ

して、GPA と得意な科目の関連性、得意な科目と就職先の

関連性、GPA と就職先の関連性、GPA の推移と就職先の

関連性を明らかにすることが目的である。本稿ではまず、

一つ目のテーマである「GPA と得意な科目の関連性」から

始め、その一部を紹介する。 
 

4.  研究のステップ（サブテーマ）について 
研究全体を、次の 4 つのステップ（サブテーマ）に分け

て取り組む（図 1）。 
Step1：GPA と得意な科目の関連性 
Step2：得意な科目と就職先の関連性 
Step3：GPA と就職先の関連性 
Step4：GPA の推移と就職先の関連性 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 4 つのステップ（サブテーマ） 
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この 1 つ目のサブテーマでは、クラスター分析方法によ

って、成績が似た特徴を持ったデータを同じ集団に集め、 
そこから、1 つのクラスの中で各科目成績と GPA の関連性

を調べ、それらに基づいて今後の学生達の GPA の推移、

得意科目と就職先の関連性があるかどうかを見つけ出す。 
ここで、仮説の例としては、次の者が挙げられる。 

【仮説例 1】数学とマクロ経済の両方が得意な学生は金融 
     業界に就職する傾向が強い。 
【仮説例 2】英語が得意で数学が不得意な学生は外資系企 
     業に就職する傾向がみられる。 
【仮説例 3】データ処理入門が得意な学生は IT 関連企業に 
     就職する傾向が強い。 
 

5.  使用するデータについて 
使用するデータは、本学の経営学部経営学科、2016 年度

入学生 339 人の成績データを模擬したダミーデータ（各履

修科目の得点）を用いて分析する。 
 

6.  ステップ 1の分析 
ここで用いる手法は、データの中から直感的にはわから

ない関係を体系的に見つけるため、成績データ間の類似度、

非類似度に基づいて似た特徴を持ったデータを同じ集団

（クラスター）に割り当てる方法である。 
具体的には、まず学生の一年次の必修科目の成績に関し

て科目間の相関係数を取ってみた（表 1）。その中で比較

的相関の弱い多重共線性のない 4 つの科目（英語、数学、

マクロ経済、データ処理入門）を抽出した。 

 
    表 1 各科目間の相関係数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7. 分析結果 
 6 章で述べた初年次の必修科目のうち多重共線性のない

4 つの科目の成績を使用してクラスター分析した結果を表

2に示す。 

 ここでは結果としてこの 4 クラスに分類されたが、それ

ぞれのクラスターの特徴としては、平均点のみに着目する

と、平均点が一番高いがクラス 1、2 番目がクラス 3、3 番

目がクラス 2、4番目がクラス 4である。 

 以下では、各クラスの特徴についてさらに考察する。 

 

 

 

表 2 クラスター分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クラス 1】 

総合成績の平均値が他のクラスより高いが、マクロ経済

学の成績点数はやや低めである。全体的に成績良く科目の

好き嫌いがないなど、優等生クラスといえる。 

【クラス 2】 

数学成績の平均点が 4 つのクラスの中で一番低い。この

クラス 2 は、英語が得意で、かつ数学は不得意な学生が多

い。これらから、このクラスの学生は外資系企業に就職す

る人数が多いのではないという仮説が考えられる。 

【クラス 3】 

成績の平均点は 2 番目であるが、マクロ経済学の成績平

均点が一番低い。 

【クラス 4】 

相対的に見ると、成績の平均点と英語成績の平均点が一

番低いが、データ処理入門の成績平均点はやや高い。この

クラス 4 は、比較的成績の低い学生が集ったグループに見

えるが、データ処理入門に関しては得意な学生が多い。こ

のグループの学生は IT 関連企業に就職する人数が多いと

いう仮説が考えられる。 
以上はステップ 1 の一部分の結果である。この結果を踏

まえて、さらに学生の各科目についての得意科目や不得意

科目と GPA との関係について分析を行う予定である。 

 

8. おわりに 
 本稿では、本研究の背景や目的について説明し、また研

究を 4 つのステップ（サブテーマ）に分け、その中でステ

ップ 1 の一部分について、各科目と GPAの関連性に関して

クラスタリング分析結果について報告した。 

 今後は、ステップ１の分析の継続と、ステップ 2～4（就

職先へ対象を広げ、GPA と就職先の関連、得意科目と就職

先の関連、GPA 推移と就職先の関連などの検証）を行う予

定である。 
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